














子育て支援を前面に

　おながわすくすくナビの内容の成果は。

　令和４年８月末で234名と利用者が増え
ています。子育て情報以外にも予防接種・

管理、検診の記録ができる機能があります。

子育て支援アプリシステム使用料

　保育所通所バス２名の利用で600万で
すが、タクシーを活用すれば330万と安く

済むのでは。
　今後、利用者が少ない場合はタクシー事
業者と調整し事業の実施を検討します。

通所バス運行委託事業

　冒険の森の安全確保と使用開始時期は。

　複数の保育士がついた状況で遊ばせるこ
とを基本とし、子供だけにならないよう保

護者にも説明し、10月中の開放を目指します。

町立保育所外構整備事業

　緑のまちづくり助成金は、既存住宅の方
も利用できることを周知するべきでは。
　広報や他媒体でも既存の住民の方も使え
る旨の内容を入れ周知します。

緑のまちづくり助成金

福祉・生活
子育て支援アプリの充実を

経費のかからない方を

自然の中で遊ぼう

この機会に自宅の緑化を

答

答

答

答

問

問

問

問
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後継者の育成を早急に
産業・防災・環境

　令和３年は517頭のシカを駆除してま
すが、わっかの会の高齢化が進んでおり、

この事業を継続するため担い手の育成は。
　わっかの会、猟友会ともに後継者の問題
があります。補助金を活用し後継者の育成

事業の展開等を協議していきます。

有害鳥獣駆除事業

　町道法面５カ所の維持管理業務は、どの
ような内容ですか。
　全てアメリカオニアザミの駆除に対する
費用です。アザミにだけ有効な除草剤を散

布、３年は続ける必要があります。

町道法面管理業務委託料

　出島支所青年部が栄養塩を添加したなど
でわかめ等の幼体が見られたということで

すが、藻場の回復の兆しが見えましたか。
　磯焼けは、１、２年で回復するものでは
ないので今後も担当課として支援していき

ます。

漁業後継者育成対策事業費補助金（出島藻場再生
試験事業）

　消防団員を募集していますが、現在の団
員数で間に合ってると考えますか。
　定員230名に対し現在186名で充足率は約
80㌫です。定員数に向け周知、勧誘活動を

行います。

消防団員報酬

シカ駆除の後継者対策は

触るな危険オニアザミ

藻場の復活を

消防団に入りませんか

答

答

答

答

問

問

問

問
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　小・中学校では専門家を入れてICT教育
支援業務を行っているが、子どもたちはタ

ブレット等を使いこなしていますか。
　子どもたちは毎年の経験の積み重ねと、
指導する先生方のサポート体制も整ってい

ます。

ICT教育支援業務委託料

　町外からの賑わい創出の面は良いのです
が、町内の高校生の参加を促す部分が達成

されない中で300万円の当初予算は適当ですか。
　参加者は仙台や石巻からも参加して女川
の良さを感じて帰るので、志教育を含めた

良い機会になり、将来への投資の意味もあります。

青少年国際交流推進事業助成金

　円安による物価の高騰により食料品など
が値上がりしていますが給食費への影響は。
　現時点で早急に上げなければならないも
のではありません。負担増の部分はすぐに

保護者に求めるのではなく、慎重に対応していき
ます。

賄材料費

　以前はロープの下に浮き球のようなもの
が付いて座れましたが、新設されたものは

結び目が二つ付いているだけで危険では。
　100㎏までは耐えられることはちゃんと
証明しています（町長談）。安全管理は徹底

していきます。

フィールドアスレチック場遊具施設保守
点検委託料

スポーツ・教育
ICT教育の効果は

HLAB事業への300万の効果は

給食費の値上がりは

新しいターザンロープの危険性は

答

答

答

答

問

問

問

問

運動・教育の支援体制は充分か
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○後期高齢者医療特別会計
　歳入9838万円、歳出9785万円
　差引53万円を翌年度に繰り越しした。
　高齢者の医療確保の事業であり、老後の健康
保持と適切な医療の確保を図るため、万全
を期すよう望みます。

○介護保険特別会計
　歳入８億7443万円、歳出８億3601万円
　差引3842万円を基金と翌年度に繰り越しし
た。

　高齢者人口の増加傾向は減りつつもまだまだ
続きます。今後も円滑な保険給付に万全を
期するため、収納の安定確保に努め、積極
的に介護保険予防事業も取り組んで行かな
ければいけません。

○浄化槽事業特別会計
　歳入991万円、歳出407万円
　差し引き584万円は下水道事業会計へ引き継
いだ。

　下水道が整備され、年々減少傾向にあります。

○地方卸売市場特別会計
　歳入歳出それぞれ9200万円
　（前年度比2996万円の増）
　赤字補填3083万円を繰入した。
　主要のサンマの漁獲が大幅に下回ったことが
要因。

　国全体で水産資源を維持管理できる方策を切
望する。

○国民健康保険特別会計
　歳入７億6634万円、歳出７億4921万円
　差し引き1713万円を基金に繰入した。
　繰入金より8108万円、財政調整基金より
1593万円を補填した。

　取巻く環境は、今後も被保険者数の減少や医
療費の増加傾向が続きます。これからは医
療費がかからないよう心と体を鍛えよう。

○下水道事業特別会計
　歳入歳出それぞれ３億9334万円
　（前年度比3616万円の減）
　住民の快適な生活や豊かな自然環境を守るた
めに必要な事業です。

　被災部分についてはすべて復旧済です。

令和３年度一般会計決算の討論

令和３年度特別会計決算主なもの

身の丈にあった
　　　財政を運営すべき

安心して学べる
　　　教育環境を評価

鈴
木
良
徳
議
員 賛　成

阿
部
律
子
議
員反　対

　

町
民
バ
ス
、
コ
ロ
ナ
対
策
、

定
住
促
進
な
ど
は
、
町
内
の

経
済
の
底
上
げ
に
も
な
り
評

価
す
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
決
算
審
査
中
に
指

摘
し
た
４
カ
所
の
決
算
資
料

　

予
算
執
行
に
当
た
り
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
さ
れ
支
出
抑

制
に
努
力
し
た
も
の
と
受
け

止
め
て
お
り
、
監
査
委
員
か

ら
も
各
種
会
計
決
算
の
係
数

は
正
常
で
予
算
執
行
も
適
正

の
記
載
ミ
ス
は
未
然
防
止
に

努
め
る
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
原
発
再
稼
働
に
は

反
対
で
あ
り
、
汚
染
水
の
海

洋
放
出
、
行
き
場
の
な
い
核

の
ご
み
を
こ
れ
以
上
増
や
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
町
の
財
政
は
安
定

し
て
い
る
も
の
の
、
財
政
調

整
基
金
を
６
億
円
取
り
崩
し

な
が
ら
歳
入
を
補
っ
て
お
り
、

実
質
赤
字
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

総
括
的
な
考
え
の
も
と
で

反
対
討
論
と
し
ま
す
。

か
つ
妥
当
と
報
告
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

前
年
に
引
き
続
き
新
型
コ

ロ
ナ
が
猛
威
を
振
る
う
中
、

低
所
得
子
育
て
世
帯
生
活
支

援
特
別
給
付
金
や
事
業
所
に

対
し
て
の
協
力
金
等
の
効
果

的
な
対
策
を
講
じ
た
こ
と
を

高
く
評
価
し
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
関
連
で
は
他

市
町
村
に
は
な
い
施
策
で
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境

が
図
ら
れ
た
も
の
と
評
価
し

賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

討 論
私はこう考える 討論は

6分35秒から
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議 員 が 質 問８

詳しくは、町議会事務局（電話54-3131内線312）
へお気軽にお問い合わせください。

なお、議会中継は女川町議会ホームページで
配信しますので、ご視聴願います。

次回の定例会は12月13日からの予定です。

　一般質問は、町政に関して議員が質問を行い、
新たな施策の提案や意見を述べ、時には是正を
求め、町政をより良い方向へ導くものです。

木村　公雄議員……………Ｐ13
（１）ゆぽっぽ再開！費用の負担割合は
（２）高校生等の通学費補助は平等に
（３）令和４年度全国学力調査の結果は

阿部　美紀子議員…………Ｐ14
（１）熊野神社下、土砂対策を
（２）女川町民会議の実行は

隅田　　翔議員……………Ｐ15
（１）運動強化で子どもたちを健康に
（２）鷲神公園の環境整備を

鈴木　良徳議員……………Ｐ16
（１）町内道路の植栽帯の管理は
（２）震災遺構の旧女川交番の管理は
（３）野球場裏の土地の駐車場化は

佐藤　誠一議員……………Ｐ17
（１）公立中学校部活動の地域移行策は
（２）土着の町職員意識とその評価は

阿部　律子議員……………Ｐ18
（１）新型コロナ感染対策は
（２）町民バスのさらなる利便性向上を
（３）緊急通報システムに携帯型機器を

髙野　　晃議員……………Ｐ19
（１）使用済み燃料の現状と今後は
（２）再エネ導入施策の実施状況は
（３）清水19号線の工事完了の時期は

鈴木　公義議員……………Ｐ20
（１）持続可能な浜づくりのために
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問ゆぽっぽ再開 ！ 費用の負担割合は
答費用負担に係る三者協議を調整中

答弁者　町長　町民生活課長

木き

村む
ら

　
公き

み

雄お 

議
員

「ゆぽっぽ」　が営業再開

高校生の通学補助は平等に

　
令
和
３
年
５
月
１
日
に
発

生
し
た
地
震
に
よ
り
休
業
し

て
い
た
「
ゆ
ぽ
っ
ぽ
」
は
１

年
３
カ
月
ぶ
り
に
営
業
が
再

開
さ
れ
ま
し
た
。

問　
開
業
が
遅
れ
た
原
因
及

び
結
果
責
任
の
町
民
へ
の
説

明
は
。

答　
地
震
に
よ
る
建
物
の
震

動
時
の
挙
動
を
分
析
し
、
検

討
し
た
う
え
で
対
策
を
行
っ

た
た
め
、
時
間
を
要
し
ま
し

た
。
ま
た
、
安
心
し
て
利
用

で
き
る
建
物
と
し
て
再
出
発

す
る
こ
と
と
、
今
後
の
費
用

負
担
等
を
含
め
し
っ
か
り
対

応
す
る
こ
と
が
、
町
と
し
て

の
責
任
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

問　
再
開
に
要
し
た
町
民
の

税
金
約
５
８
８
０
万
円
は
町

に
全
く
瑕
疵
が
な
い
の
で
、

設
計
業
者
、
施
工
業
者
、
施

工
業
務
管
理
者
等
が
負
担
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。
負
担
割

合
は
決
ま
り
ま
し
た
か
。

答　
三
者
協
議
の
実
施
を
現

在
調
整
中
で
す
。

問　
休
業
中
の
指
定
管
理
業

務
委
託
料
な
ら
び
に
観
光
に

対
す
る
風
評
は
。

答　
指
定
管
理
委
託
料
は
、

５
６
３
３
万
５
千
円
を
支
出

し
て
い
ま
す
。

　

風
評
被
害
は
聞
い
て
い
ま

せ
ん
が
、
早
期
再
開
を
期
待

す
る
声
は
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
ま
し
た
。

問　
町
長
の
公
約
、
高
等
学

校
等
生
徒
等
の
通
学
費
補
助

支
給
を
め
ぐ
り
、
生
徒
等
間

に
不
平
等
と
の
声
が
蔓
延
し

批
難
と
批
判
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
私
の
６
月
定
例
会
の
一
般

質
問
に
対
し
町
教
育
委
員
会

は
、
定
期
券
の
補
助
は
「
石

巻
駅
」
ま
で
と
の
見
解
を
表

明
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
定
期

券
の
全
額
補
助
を
受
け
る
の

は
石
巻
地
域
９
高
等
学
校
の

う
ち
４
校
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

石
巻
広
域
地
域
の
高
校
に
通

う
全
て
の
生
徒
等
に
対
象
を

広
げ
る
た
め
町
教
育
委
員
会

と
意
見
交
換
を
し
、
不
平
等

感
を
払
拭
す
べ
き
で
は
。

答　
現
行
の
高
等
学
校
等
通

学
費
等
補
助
金
制
度
は
、
定

住
促
進
の
取
組
と
し
て
、
本

町
に
住
ん
だ
場
合
、
学
校
ま

で
の
交
通
費
が
発
生
す
る
と

い
う
こ
と
が
、
定
住
の
敬
遠

要
素
に
な
ら
な
い
よ
う
、
近

隣
の
地
域
に
住
ん
で
い
る

方
々
と
条
件
を
均
衡
に
し
た

い
と
い
う
考
え
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
一
つ
の
新

し
い
方
向
性
の
ご
提
案
に
対

し
て
は
、
町
内
高
校
生
の
差

を
ど
う
と
ら
え
、
対
応
す
べ

き
か
に
つ
い
て
、
今
後
、
教

育
委
員
会
と
話
し
合
い
の
場

を
設
け
ま
す
。

問
高
校
生
等
の
通
学
費
補
助
は
平
等
に

答
教
育
委
員
会
と
話
し
合
い
の
場
を
設
定

答
弁
者　
町
長

問
令
和
４
年
度
全
国
学

力
調
査
の
結
果
は

答
算
数
・
数
学
等
に

課
題答

弁
者　
教
育
長
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問熊野神社下、土砂対策を
答継続して監視します

答弁者　建設課長

問　
７
月
か
ら
８
月
、
日
本

各
地
で
大
雨
が
続
き
、
宮
城

で
も
大
崎
地
方
が
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　
女
川
町
内
で
も
、
ツ
ル
ハ

ド
ラ
ッ
グ
の
交
差
点
を
熊
野

神
社
方
向
に
上
っ
て
す
ぐ
の

カ
ー
ブ
左
上
方
は
、
土
が
む

き
出
し
に
な
っ
て
い
て
崩
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に

な
り
ま
す
。

　
町
有
地
と
聞
き
ま
し
た
が
、

対
策
を
。

答　
ご
指
摘
の
斜
面
は
、
震

災
以
前
か
ら
の
自
然
法
面
で

あ
り
、
勾
配
も
30
度
以
上
あ

る
安
定
斜
面
と
判
断
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
万
が
一
の
崩
落
に

備
え
て
斜
面
の
下
に
は
緩
衝

地
帯
を
設
け
て
お
り
、
下
の

道
路
に
被
害
が
及
ぶ
危
険
性

は
低
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

豪
雨
等
に
よ
っ
て
現
場
状
況

に
変
化
が
な
い
か
、
平
常
時

か
ら
注
視
し
ま
す
。

　
３
月
の
施
政
方
針
で
、
町

長
は
、
町
内
外
の
広
範
な
意

見
や
取
組
の
場
と
す
る
女
川

町
民
会
議
を
提
案
し
ま
し
た
。

問　
皮
切
り
と
し
て
の
青
山

学
院
大
学
・
原
監
督
の
講
演

は
い
つ
ま
で
延
期
で
す
か
。

そ
れ
と
も
中
止
で
す
か
。

答　
令
和
４
年
３
月
に
女
川

町
民
会
議
の
開
催
を
予
定
し

ま
し
た
が
、
直
前
の
地
震
の

影
響
で
取
り
や
め
、
令
和
５

年
１
月
下
旬
の
開
催
で
再
度

調
整
中
で
す
。
具
体
的
な
日

程
等
が
決
ま
り
次
第
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問　
き
っ
か
け
は
と
も
か
く
、

中
身
が
肝
心
で
す
。
遊
び
心

あ
る
提
案
や
多
種
多
様
な
意

見
を
出
せ
る
場
所
と
し
て
期

待
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
場
づ
く
り
が
進

ま
な
い
と
、
折
角
の
知
恵
を

寄
せ
合
う
こ
と
が
で
き
ず
、

実
行
も
先
延
ば
し
に
な
り
ま

す
。
早
め
の
開
催
を
。

答　
町
民
会
議
の
前
段
と
し

て
、
そ
こ
に
つ
な
が
る
何
ら

か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
も
考
え
て

い
ま
す
。
町
内
団
体
等
の
協

力
を
も
ら
い
な
が
ら
、
実
行

委
員
会
形
式
で
定
期
的
に
開

催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

町
内
の
個
人
や
団
体
の
活
発

な
活
動
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
女
川
町
民
会
議
の
実
行
は

答
令
和
５
年
１
月
下
旬
の
開
催
で
調
整
中

答
弁
者　
町
長

崩れそうで心配

三人寄れば文殊の知恵

阿あ

部べ

美み

紀き

子こ 

議
員
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問運動強化で子どもたちを健康に
答運動習慣の定着に向けて取り組む

答弁者　教育局長

隅す
み

田た

　
　
翔し

ょ
う 

議
員

現
状
で
す
。
当
面
は
慰
霊
祭

な
ど
の
開
催
の
際
主
催
者
に

入
口
付
近
へ
の
案
内
看
板
の

設
置
な
ど
で
対
応
し
て
い
た

だ
く
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
既
存
の
慰
霊
碑
と

あ
わ
せ
て
、
用
地
の
利
用
目

的
を
決
定
し
た
後
に
、
対
処

し
て
い
き
ま
す
。

問　
鷲
神
公
園
は
女
川
湾
を

望
む
場
所
に
位
置
し
て
い
ま

す
が
、
雑
草
が
生
い
茂
っ
て

い
る
の
で
管
理
の
徹
底
を
。

答　
鷲
神
公
園
に
つ
い
て
は
、

震
災
後
の
利
用
状
況
と
公
園

機
能
を
失
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
30
年
11
月
に
公
園
の
用

途
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。

　

現
状
で
は
普
通
財
産
と
し

て
管
理
し
、
水
道
施
設
と
慰

霊
碑
２
基
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
慰
霊
碑
周
辺
の
除

草
を
関
係
団
体
の
協
力
に
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
財
産
管
理
区
分
ご

と
に
用
地
を
整
理
し
た
う
え

で
管
理
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

問　
鷲
神
公
園
入
口
付
近
に

は
誘
導
看
板
等
も
な
く
、
非

常
に
分
か
り
づ
ら
い
現
状
で

す
。
女
川
湾
戦
没
者
を
慰
霊

す
る
会
の
方
か
ら
も
設
置
の

要
望
が
あ
り
ま
す
が
見
解
を

伺
い
ま
す
。

答　
用
地
の
一
部
を
工
事
ヤ

ー
ド
と
し
て
利
用
し
て
い
る

問
鷲
神
公
園
の
環
境
整
備
を

答
用
地
の
利
用
目
的
を
決
定
後
に
対
処

答
弁
者　
総
務
課
長

問　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
ス

ポ
ー
ツ
団
体
の
活
動
情
報
に

つ
い
て
、
行
政
で
も
周
知
を

強
化
し
て
、
運
動
を
す
る
子

ど
も
を
増
や
す
取
組
を
。

答　
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
つ
い
て
は
、
６
団
体
57

名
が
登
録
し
、
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
少
年
団
員
の
募

集
は
、
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
独
自
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

毎
年
度
１
回
は
町
広
報
紙
で

も
紹
介
記
事
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
準
備
が
で

き
次
第
、
紹
介
し
ま
す
。
町

内
に
あ
る
運
動
団
体
等
の
情

報
も
団
体
関
係
者
に
相
談
し

た
う
え
で
、
情
報
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

問　
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、

子
ど
も
た
ち
も
多
く
参
加
し

て
い
る
の
で
、
毎
週
月
曜
日

に
開
催
す
る
な
ど
取
組
を
強

化
す
る
べ
き
で
は
。

答　
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
習

慣
化
は
、
体
力
増
強
や
身
体

機
能
の
発
達
、
肥
満
等
の
健

康
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
り
、
放
課
後
楽
校

の
中
で
も
機
会
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
が
、
楽
校
で
は
文

化
的
な
講
座
も
取
り
入
れ
て

お
り
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

見
な
が
ら
、
楽
校
運
営
関
係

者
間
で
相
談
、
調
整
の
う
え
、

可
能
な
限
り
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

運動・スポーツが盛んな町に

入口に誘導看板の設置を
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問町内道路の植栽帯の管理は
答住民と協働で美化に取り組みたい

答弁者　建設課長

問
野
球
場
裏
の
土
地

の
駐
車
場
化
は

答
利
用
状
況
を
確
認
し

て
必
要
性
を
判
断

答
弁
者　
教
育
局
長

　
町
内
道
路
沿
い
の
植
栽
帯

の
管
理
に
つ
い
て
。

問　
国
道
３
９
８
号
の
海
岸

通
り
付
近
の
植
栽
帯
は
、
雑

草
が
生
え
、
見
栄
え
の
良
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

管
理
は
ど
こ
で
行
っ
て
い
ま

す
か
。

答　
宮
城
県
が
管
理
者
で
す
。

問　
今
後
の
植
栽
帯
の
活
用

方
法
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

答　
県
で
は
、
年
１
回
の
除

草
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
道

路
の
緑
化
清
掃
活
動
に
つ
い

て
は
「
ス
マ
イ
ル
ロ
ー
ド
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
で
活
動
す
る
サ

ポ
ー
タ
ー
を
認
定
し
、
地
域

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

問　
す
ば
ら
し
い
お
な
が
わ

を
創
る
協
議
会
で
は
、
花
い

っ
ぱ
い
運
動
等
を
行
い
、
プ

ラ
ン
タ
ー
等
を
作
っ
た
り
し

て
い
ま
す
が
、
植
栽
帯
の
管

理
等
も
お
願
い
し
て
み
て
は
。

答　
規
模
が
大
き
く
協
議
会

だ
け
で
は
難
し
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
県
の
制
度
に
加
え
て
、

町
の
住
民
協
働
参
画
で
の
ま

ち
づ
く
り
施
策
「
ま
ち
美
化

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
も
活
用

し
て
い
た
だ
き
、
町
の
担
当

課
と
各
サ
ポ
ー
タ
ー
、
周
辺

を
利
用
す
る
各
種
団
体
の
皆

さ
ん
が
話
し
合
っ
て
、
環
境

美
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
震
災
遺
構
の
旧
女
川
交
番
の
管
理
は

答
遺
構
と
と
も
に
見
守
り
ま
す答

弁
者　
産
業
振
興
課
長

雑草が生い茂った植栽帯

樹木が伸びた旧女川交番

問　
震
災
遺
構
の
旧
女
川
交

番
内
や
周
辺
に
樹
木
や
雑
草

が
伸
び
、
旧
女
川
交
番
自
体

が
見
え
に
く
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
周
り
の
雑
草
は
、
指
定
管

理
会
社
が
行
っ
た
よ
う
で
す

が
、
旧
女
川
交
番
内
か
ら
伸

び
て
い
る
樹
木
等
で
、
旧
交

番
自
体
が
見
え
に
く
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
ち
ら
の

剪
定
等
は
し
な
い
で
、
そ
の

ま
ま
で
保
存
す
る
の
で
す
か
。

答　
震
災
遺
構
旧
女
川
交
番

に
つ
き
ま
し
て
は
、
千
年
に

一
度
と
言
わ
れ
る
未
曾
有
の

大
震
災
の
記
憶
と
教
訓
を
後

世
に
伝
承
し
、
可
能
な
限
り

震
災
当
時
の
ま
ま
で
経
年
劣

化
を
許
容
と
す
る
見
守
り
型

保
存
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン

以
来
数
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。

　

施
設
管
理
は
、
女
川
み
ら

い
創
造
株
式
会
社
が
担
っ
て

お
り
、
雑
草
は
随
時
除
草
い

た
し
ま
す
。
遺
構
内
部
か
ら

自
然
的
に
生
え
て
い
る
樹
木

に
つ
い
て
は
、
伐
倒
は
行
わ

ず
現
状
を
維
持
し
、
遺
構
と

と
も
に
見
守
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
が
、
見
学
者
等
か
ら

の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
も
参
考

に
し
つ
つ
、
適
切
な
保
存
状

態
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

鈴す
ず

木き

　
良よ

し

徳の
り 

議
員
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問公立中学校部活動の地域移行策は
答まずは関係者の意識把握から

答弁者　教育長

の
評
価
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
。

　

居
住
地
を
問
わ
ず
、
町
職

員
と
し
て
職
務
を
全
う
し
、

町
外
に
住
ん
で
い
た
と
し
て

も
女
川
の
人
だ
と
周
囲
に
評

価
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑

張
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
地
域
に
根
差
し
た
意
識
の

高
い
町
職
員
の
評
価
を
上
げ

て
は
ど
う
で
す
か
。

問　
現
在
の
町
職
員
の
総
数

と
、
そ
の
町
内
外
居
住
地
の

割
合
を
示
さ
れ
た
い
。

答　
令
和
４
年
７
月
末
現
在

の
職
員
数
は
１
７
０
人
、
そ

の
う
ち
町
内
居
住
職
員
は
61

人
で
全
体
の
35
・
９
㌫
、
そ

れ
以
外
の
職
員
は
１
０
９
人

で
64
・
１
㌫
で
す
。

問　
も
と
も
と
町
外
に
住
所

を
有
し
て
い
た
が
、
職
務
の

関
係
を
熟
慮
し
、
本
町
に
転

入
し
て
賃
貸
住
宅
等
に
住
み
、

女
川
町
民
と
し
て
生
活
し
て

い
る
職
員
は
何
人
で
す
か
。

答　
職
員
と
な
っ
た
後
に
町

内
に
居
住
し
た
職
員
数
は
、

把
握
し
て
い
る
範
囲
で
７
人

で
す
。

問　
こ
の
意
欲
の
あ
る
職
員

の
評
価
に
つ
い
て
、
評
価
基

準
点
を
上
げ
る
等
の
政
策
を

具
現
化
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

答　
職
員
の
居
住
地
が
職
務

問
土
着
の
町
職
員
意
識
と
そ
の
評
価
は

答
居
住
地
は
職
員
評
価
に
影
響
し
な
い

答
弁
者　
町
長　
総
務
課
長

　
国
が
示
す
来
年
度
か
ら
の

部
活
動
地
域
移
行
は
ど
の
よ

う
な
課
題
が
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
有
識
者

会
議
検
討
会
提
言
に
よ
る
令

和
５
年
度
か
ら
始
ま
る
運
動

部
活
動
の
地
域
移
行
目
標
案

に
対
す
る
本
町
の
対
応
は
。

答　
ま
ず
は
、
関
係
す
る
方

々
の
意
識
の
把
握
、
さ
ら
に

は
、
地
域
人
材
の
調
査
等
か

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
ま
た
、
文
化
庁
の
有
識

者
会
議
検
討
会
議
に
お
い
て

も
、
令
和
５
年
度
か
ら
文
化

部
活
動
の
地
域
移
行
を
目
指

す
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
文

化
部
の
対
応
に
つ
い
て
も
伺

い
ま
す
。

答　
女
川
中
学
校
の
文
化
部

活
動
は
、
吹
奏
楽
部
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
運
動
部
活

動
と
同
様
、
関
係
者
の
意
識

等
の
把
握
か
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

問　
部
活
動
地
域
移
行
の
受

け
皿
と
な
る
団
体
や
指
導
者

の
養
成
は
ど
の
よ
う
に
。

答　
本
町
の
現
状
で
は
、
新

た
な
指
導
者
の
人
材
育
成
も

も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
今

存
在
す
る
指
導
者
人
材
の
把

握
に
努
め
、
何
よ
り
、
生
徒

に
と
っ
て
部
活
動
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
を
考
え
、
学
校
等

と
も
十
分
な
議
論
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

課題満載の部活動の地域移行

女川町内に住む町職員の実態は

佐さ

藤と
う

　
誠せ

い

一い
ち 

議
員
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問新型コロナ感染対策は
答基本的感染対策とワクチン接種を

答弁者　健康福祉課長

阿あ

部べ

　
律り

つ

子こ 

議
員

問
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

に
携
帯
型
機
器
を

答
現
在
検
討
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す

答
弁
者　
健
康
福
祉
課
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が

急
増
し
、
多
く
の
町
民
か
ら

不
安
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　
医
療
体
制
の
現
状
な
ど
も

含
め
、
本
町
の
実
態
は
。

問　
こ
れ
ま
で
の
感
染
者
の

年
代
別
の
入
院
・
自
宅
療
養

別
の
状
況
は
。
ま
た
、
ど
の

よ
う
な
傾
向
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
か
。

答　
感
染
者
の
年
代
別
、
入

院
や
宿
泊
療
養
先
の
人
数
は

宮
城
県
が
公
表
し
て
お
り
、

市
町
村
別
で
公
表
さ
れ
て
い

な
い
た
め
分
か
り
ま
せ
ん
。

第
７
波
で
は
、
町
内
の
保
育

所
や
学
校
で
子
ど
も
の
感
染

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
急
増

し
て
い
ま
す
。

問　
医
療
体
制
に
つ
い
て
は

大
丈
夫
で
す
か
。
感
染
の
疑

い
の
あ
る
人
は
「
か
か
り
つ

け
医
」
等
へ
連
絡
と
あ
り
ま

す
が
、
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

で
全
て
受
付
け
て
い
ま
す
か
。

答　
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
発
熱
外
来
が
混
雑
し
な
い

よ
う
に
調
整
し
な
が
ら
受
入

れ
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

問　
希
望
者
に
は
、
検
査
キ

ッ
ト
を
無
料
配
布
す
る
仕
組

み
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

答　
宮
城
県
で
は
県
民
を
対

象
に
既
に
検
査
キ
ッ
ト
の
無

料
配
布
か
ら
陽
性
者
フ
ォ
ロ

ー
ま
で
の
体
制
を
整
備
し
て

お
り
、
本
町
独
自
で
こ
の
よ

う
な
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

問
町
民
バ
ス
の
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
を

答
移
動
実
態
を
調
査
し
て
運
行
を
最
適
化

答
弁
者　
企
画
課
長

感染防止は一人ひとりの自覚から

自由乗降区間を増やしてほしい

　
町
民
バ
ス
は
１
年
間
の
実

証
試
験
が
終
了
し
、
10
月
か

ら
本
格
運
行
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
等
で
改
善
さ
れ
、
利
用
し

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
改
善
の
要
望
は
あ

り
ま
す
。

問　
バ
ス
停
か
ら
遠
い
門
前

や
針
浜
等
の
方
々
か
ら
は
、

「
足
腰
も
弱
く
な
り
、
長
く

歩
く
の
も
し
ん
ど
い
」
「
荷

物
が
重
く
家
の
近
く
で
降
ろ

し
て
ほ
し
い
」
等
、
大
沢
、

尾
田
峯
の
よ
う
な
自
由
乗
降

を
望
む
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
検
討
を
。

答　
フ
リ
ー
乗
降
は
、
運
転

手
の
負
担
増
な
ど
安
全
運
行

に
懸
念
が
あ
る
た
め
、
バ
ス

停
の
増
設
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
住
民
の
移
動
実

態
を
調
査
し
な
が
ら
、
最
適

な
運
行
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

問　
半
島
の
利
用
状
況
に
よ

っ
て
は
、
予
約
型
も
検
討
と

の
こ
と
で
し
た
が
方
向
性
は
。

答　
予
約
シ
ス
テ
ム
の
構
築

や
人
員
確
保
の
点
か
ら
現
状

で
は
難
し
く
、
ダ
イ
ヤ
改
正

等
で
利
便
性
を
高
め
ま
す
。

問　
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ

実
証
試
験
後
の
見
通
し
は
。

答　
民
間
企
業
の
技
術
開
発

状
況
の
情
報
を
収
集
し
な
が

ら
、
住
民
が
自
動
運
転
等
に

触
れ
る
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。
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問使用済み燃料の現状と今後は
答核燃サイクル推進を国に強く要望

答弁者　町長　企画課長

髙た
か

野の

　
　
晃あ

き
ら 

議
員

使用済み核燃料、未だ行き場なし

小規模で地産地消の再エネ導入を

問　
電
気
事
業
連
合
会
は
、

敷
地
内
外
に
お
け
る
乾
式
貯

蔵
施
設
等
の
設
置
を
検
討
し

て
い
る
と
の
事
で
す
が
、
本

町
で
は
、
使
用
済
燃
料
の
適

切
な
搬
出
と
い
う
前
提
が
あ

る
の
で
貯
蔵
施
設
の
設
置
は

認
め
な
い
と
理
解
し
て
よ
ろ

し
い
で
す
か
。

答　
使
用
済
燃
料
の
乾
式
貯

蔵
は
、
事
業
者
が
貯
蔵
量
を

踏
ま
え
適
切
に
検
討
す
る
も

の
で
す
。
使
用
済
燃
料
は
再

処
理
施
設
へ
の
全
量
搬
出
が

望
ま
し
い
で
す
が
、
進
ま
な

い
現
状
が
あ
り
、
適
宜
状
況

を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

問　
現
在
残
っ
て
い
る
９
８

２
本
の
使
用
済
燃
料
の
う
ち
、

最
も
古
い
も
の
は
何
年
前
か

ら
残
っ
て
お
り
搬
出
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
か
。

答　
最
も
古
い
も
の
は
平
成

７
年
９
月
か
ら
保
管
中
で
す
。

問　
当
初
計
画
よ
り
25
年
、

総
事
業
費
14
兆
円
を
費
や
し

て
い
る
六
ケ
所
村
使
用
済
核

燃
料
再
処
理
工
場
の
完
工
が 

26
回
目
の
延
期
と
な
り
完
工

時
期
も
未
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
女
川
原
発
の
使
用
済
燃

料
排
出
へ
の
影
響
は
。

答　
当
面
の
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
国
に
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
政
策
を
強
力
に
進
め
る

よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
省
は
、
自
治
体
関
与

に
よ
る
地
域
共
生
型
、
裨
益

型
再
エ
ネ
導
入
に
取
り
組
む

と
し
て
い
ま
す
。

問　
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

は
設
置
可
能
な
建
築
物
の
50

㌫
以
上
に
設
置
を
目
指
す
と

さ
れ
ま
す
が
、
現
在
の
設
置

割
合
と
今
後
の
方
針
は
。

答　
町
所
有
施
設
全
体
の
設

置
割
合
は
６
・
６
㌫
で
す
が
、

規
模
的
に
大
き
め
の
主
だ
っ

た
建
物
で
は
約
２
割
で
す
。

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
は
、

５
年
度
に
策
定
す
る
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
の
中
で

決
定
し
て
い
き
ま
す
。

問　
太
陽
光
発
電
の
さ
ら
な

る
有
効
利
用
や
、
災
害
時
の

適
応
強
化
の
た
め
蓄
電
池
や

燃
料
電
池
の
積
極
的
導
入
は
。

答　
蓄
電
池
は
、
ま
だ
高
額

で
若
干
の
設
置
費
補
助
で
は

導
入
促
進
に
至
ら
な
い
と
思

う
の
で
、
も
う
少
し
だ
け
慎

重
に
見
て
い
き
ま
す
。

問　
地
域
型
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
の
取
組
状
況
と
民
間
へ
の

自
家
消
費
型
太
陽
光
発
電
の

導
入
促
進
の
考
え
は
。

答　
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
、

採
算
ベ
ー
ス
の
事
業
運
営
が

望
ま
し
く
、
民
間
事
業
者
の

動
向
も
注
視
し
検
討
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
は
、
既
存
の
町

の
補
助
金
を
活
用
で
き
ま
す
。

問
再
エ
ネ
導
入
施
策
の
実
施
状
況
は

答
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
で
具
体
化

答
弁
者　
町
長　
町
民
生
活
・
企
画
課
長

問
清
水
19
号
線
の
工

事
完
了
の
時
期
は

答
令
和
５
年
度
末

完
成
予
定
で
す

答
弁
者　
建
設
課
長
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問持続可能な浜づくりのために
答国・県及び漁協等と連携

答弁者　産業振興課長

　
震
災
か
ら
11
年
が
過
ぎ
、

人
口
６
０
０
０
人
余
り
の
本

町
で
は
宮
城
県
漁
協
全
体
の

２
割
か
ら
３
割
の
生
産
額
を

誇
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
国
、
県
は
も
と
よ
り
、
本

町
の
支
援
策
と
漁
業
者
の
頑

張
り
の
賜
物
で
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
今
後
に
向
け
て
の

課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問　
町
内
各
浜
で
の
集
団
移

転
元
地
や
、
漁
業
集
落
防
災

機
能
強
化
事
業
に
よ
る
土
地

の
有
効
利
用
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
特
に
漁
業
集
落
防
災

機
能
強
化
事
業
で
整
備
し
た

土
地
に
つ
い
て
は
、
震
災
以

前
に
漁
業
者
が
所
有
し
て
い

た
倉
庫
等
の
面
積
の
合
算
か

ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
広
い

空
地
状
態
が
多
く
見
か
け
ら

れ
ま
す
が
。

答　
集
団
移
転
元
地
に
つ
い

て
は
、
行
政
区
お
よ
び
漁
協

支
部
と
調
整
の
う
え
、
貸
付

け
な
ど
有
効
活
用
を
促
進
す

る
も
の
と
し
、
漁
業
集
落
防

災
機
能
強
化
事
業
用
地
に
つ

い
て
は
、
漁
協
に
対
す
る
使

用
許
可
に
よ
り
漁
具
置
場
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
行
制
度
と
土
地
利
活
用
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
と
の
協
議
や
調
整
を
含
め

て
対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
地
球
温
暖
化
等
に
よ
る

環
境
変
化
の
影
響
な
ど
に
よ

り
、
サ
ン
マ
の
不
漁
や
、
海

水
の
酸
性
化
に
よ
る
貝
類
の

養
殖
に
対
す
る
不
安
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
見
解
を
伺

い
ま
す
。

答　
地
球
温
暖
化
等
に
よ
る

海
の
環
境
変
化
に
つ
い
て
は

海
水
温
の
上
昇
に
よ
り
獲
れ

る
魚
種
の
変
化
や
磯
焼
け
と

海
水
の
酸
性
化
が
要
因
と
す

る
サ
ン
マ
の
不
漁
や
ホ
タ
テ
、

カ
キ
、
ア
ワ
ビ
な
ど
貝
類
等

の
成
育
へ
の
影
響
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
国
や
県
、
漁
協

等
と
連
携
し
、
今
後
可
能
な

部
分
か
ら
対
応
し
、
持
続
可

能
な
浜
の
形
成
や
水
産
業
の

振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

問　
海
の
ゴ
ミ
問
題
、
特
に

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
簡
単

に
は
分
解
さ
れ
ず
、
量
の
増

大
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
取
組
を
伺
い
ま
す
。

答　
海
洋
・
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
問
題
は
、
地
球
全

体
で
考
え
る
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
一
人
ひ
と
り
ま
た
は

地
域
全
体
で
共
通
認
識
を
持

っ
て
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
や
浜

清
掃
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
の
取
組
が
必
要
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

広大な漁業地域の有効活用は

生け簀の組み立て（銀ザケ）

鈴す
ず

木き

　
公き

み

義よ
し 

議
員
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公営住宅の現状について公営住宅の現状について

今後の女川町の教育の在り方について今後の女川町の教育の在り方について

調査概要

調査概要

調査結果

調査結果

○災害公営住宅については、管理開始後15年間の家賃軽減を実施している。
○平成30年より公営住宅への若者単身入居や所得制限の上限を政令月収
　15万8000円から25万9000円に緩和した。
○離半島部災害公営住宅（戸建住宅）の譲渡を受ける場合に補助金を交付する。

○学校と連携した授業支援で、授業の中に向学館の職員が入って、先生を支援するティー
ム・ティーチングが行われている。
○新しい校舎が出来て、環境が整備された事によるＩＣＴ機器の活用。
○女川放課後「楽校」の利用率。

○本町は、民間の賃貸住宅が不足しており、収入超過による公営住宅の明け渡しの通知を
受け、町外に移り住む事案が見受けられる。
○町としても収入超過者の受皿として、「みなし特定公共賃貸住宅制度」の活用を取り入
れるべきである。
○将来的な集約も含め、合宿所等への活用の転用策も講じてはどうか。

○女川向学館の国からの予算が減っていく中で、いかに事業費を確保するのかが大事にな
っている。
○保護者への活用促進を含めたＰＲを積極的に行うようにする。
○最も大切なのは、主役である女川の子供たちを育てていく環境をみんなで話し合ってい
くことが課題である。

○東北電力㈱東通原子力発電所
　　東通原子力発電所における安全対策について
　概要：１号機再稼働に向け、規制庁の新規制基準をクリアするための追加工事中であった。基準地

震動が決まっていないため、工事の進展が遅い。
○青森県東通村議会
　　東通原子力発電所に対する東通村議会の取組について
　概要：再稼働しないと経済効果が生まれない、財政も厳しくなってきたことから、少しでも早い再

稼働に向け全議員で取り組んでいる。
○日本原燃㈱六ヶ所再処理工場
　　核燃料サイクルについて
　概要：新規制基準をクリアするための追加工事を行っている。また、M

※
OX燃料加工事業について

は2024年頃までには稼働を目指している。

視察先：青森県　東通村・六ヶ所村　期間：令和４年９月28日～30日

（調査期間　令和４年６月９日、８月８日）

（調査期間　令和４年１月11日、
　　　　　　６月９日、７月21日）

総務民生常任委員会

産業教育常任委員会

原発対策特別委員会

常任委員会報
告

※使用済燃料をリサイクルすることで作られた原発の燃料のこと
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一

世界へ羽ばたけ（バレエスタジオプリューム）世界へ羽ばたけ（バレエスタジオプリューム）
　

２
０
２
０
年
７
月
に
長
年
の
夢

で
あ
っ
た
「
地
元
で
バ
レ
エ
教

室
」
を
こ
こ
女
川
町
に
開
き
ま
し

た
。
私
は
６
歳
の
時
に
バ
レ
エ
を

始
め
高
学
年
に
な
る
頃
に
は
石
巻

と
古
川
に
週
６
回
通
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
送
り
迎
え
し
て
く

れ
る
母
へ
の
申
し
訳
な
さ
や
友
達

と
遊
び
た
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
バ
レ
エ
教
室
が
近
場
で
あ

れ
ば
、
１
人
で
通
う
こ
と
も
出
来

れ
ば
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
女

川
で
バ
レ
エ
教
室
を
開
く
と
い
う

の
が
私
の
夢
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
バ
レ
エ
を
通
し
て
バ
レ
エ
の

楽
し
さ
だ
け
で
な
く
子
ど
も
た
ち

に
将
来
の
夢
へ
の
き
っ
か
け
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
経
験
し
な
け
れ
ば
見
え
て
こ
な

か
っ
た
世
界
を
自
分
の
目
で
見
つ

け
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
か
ら
ス
タ
ジ
オ
名
を
プ
リ
ュ
ー

ム
（
羽
）
に
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が
羽
ば
た
く
の
は
ま
だ
先
の

話
で
す
が
そ
の
姿
を
想
像
す
る
だ

け
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
姿
を
見
て
バ
レ
エ
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
き
少
し
で
も
興

味
を
持
た
れ
た
方
は
い
つ
で
も
ご

連
絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
大
人
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

【
議
会
に
向
け
た
一
言
】

　
バ
レ
エ
に
限
ら
ず
ダ
ン
ス
や
ヨ

ガ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
が
出
来
る

施
設
が
あ
る
と
あ
り
が
た
い
と
思

い
ま
す
。

小松未羽先生

　

週
末
の
あ
る
早
朝
、
シ
ー
パ
ル

ピ
ア
周
辺
散
策
の
途
中
、
駐
車
場

で
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
家
族
づ

れ
と
の
会
話
。

　

「
自
分
達
は
全
国
を
巡
る
回
数

が
多
く
、
初
め
て
の
道
の
駅
女
川

に
て
車
中
泊
。

　

す
が
す
が
し
い
潮
の
香
の
す
る

女
川
、
復
興
の
状
況
が
非
常
に
感

じ
ら
れ
て
安
心
感
を
覚
え
た
」
と
。

　

し
か
し
女
川
イ
コ
ー
ル
港
町
、

魚
町
。
朝
食
に
「
ア
ラ
汁
」
付
き

を
期
待
し
て
来
町
す
る
も
、
残
念

に
も
ナ
シ
、
次
回
に
は
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
か
な
と
の
こ
と
。

　

目
に
見
え
な
い
女
川
期
待
フ
ァ

ン
が
い
ま
す
よ
〜
。

委
員
　
阿
部
　
薫

● 

あ
と
が
き 

●

キ

 ラ
 キ
 ラ・

い き い き
女川で輝いている人、団体を紹介しています

女
川
で
バ
レ
エ
教
室
が
夢

バレエをはじめてみて、しせいがよくなったし、
友達とおもしろく学べてたのしいです。


